
鳴門市「道の駅 なると（仮称）」基本計画 概要版

平成３０年１２月
鳴門市



１.計画条件、コンセプト、基本目標等について

P1



２.機能利用のイメージ

P２



P３

３.施設概要・施設規模について ※規模算定は前⾯道路の計画交通量、類似事例等を基に算定。（基本設計時における検討等により変更する可能性があります。）

（１）休憩機能

 

導入施設・機能  コンセプト 検討施設・機能イメージ 想定規模 

 

 

 

 

 

 

 

駐車場 

〇すべての利用者に
とって安全でわかり
やすく駐車しやすい
24時間利用できる
快適な駐車場 

・小型車と大型車の駐車スペースを区分した、駐車可能スペース 
を認識しやすいレイアウト、極力交差しない車両動線 
・国道11号からの出入口を２ヶ所設けるとともに、隣接するＪＡ  
大津松茂産直施設との車両通行や市道松村木津野線から同産直施 
設を経て来訪する利用者動線への配慮 
・休憩や情報発信機能の利用者はもとより、地域連携施設の入り
込み客にも対応できる駐車規模の確保 
・建物（トイレ）に近い位置に屋根付きの身体障害者用駐車スペ
ースを確保するとともに、車いすを伴わない障がい者や怪我人、
高齢者や妊産婦など、移動に配慮が必要な方にも理由しやすい
「思いやり駐車場」の導入 
・標準よりゆとりのある駐車ますや二重枠線などの採用 
・歩行者通路の安全確保、マーキングやカラー舗装による注意喚
起、夜間照明や防犯カメラの設置など、安全対策・防犯対策の実
施 
・近年の電気自動車の普及に鑑み、電気自動車（EV）充電施設 
を設置したブースの設置 
・自立しないスポーツ用自転車のスタンドの設置 
・居心地の良さに配慮した緑化や植栽  

 

 

 

 

 

乗用車 :90台 

大型車 :16台 

身障者等 :3台 

自動二輪 :4台 

 

5,800㎡ 

 

 

 

 

トイレ 

〇女性や子ども連
れ、身体障害者な
ど、様々なニーズに
配慮された明るく清
潔なトイレ 

・24時間利用可能で利便性の高い、ユニバーサルデザイン 
に配慮された誰もが使いやすい清潔なトイレの整備 
・屋内でのトイレ需要や利便性にも配慮した地域連携施設内  
へのトイレの配置 
・乳幼児連れのお客様への配慮として、ベビーカーと一緒に  
入ることのできるトイレやオムツ交換台、子ども用トイレの  
設置 
・高齢者や体の不自由な方をはじめ、LGBTなど様々な利用 
者を想定した、多目的トイレ（オストメイト対応）の設置  
・清潔なイメージとなるよう壁の色や照明の工夫 
・女性客に配慮したパウダーコーナーの設置 
 
 
 
 

 

 

 

 

200㎡ 

 

 

 

 

 

休憩  

スペース 

〇室内と室外の両方
の多様な休憩ニーズ
に対応し、リラック
スできる居心地の良
さを兼ね備えた十分
な休憩スペース 

・トイレや情報発信機能を中心に利用する滞在時間の短い来訪者、 

飲食や物販施設等で比較的長時間滞在する来訪者、通過交通客、 

観光客、地域住民など、様々なニーズに対応できる休憩スペース 

の確保 

・屋内スペースには、乳幼児連れのお客様に配慮した授乳室やベ
ビールームの設置 

・軽飲食施設に付帯するスペースや各施設の共有スペースに、机
やベンチなど、ちょっと座れるたまり場・待ち合わせの場の設置 

・屋外スペースには、雨天時でも利用できる庇の下や屋外通路沿
いなど、できるだけ多くの場所に机、椅子、パラソル、ベンチ等
を設置 

・田園風景の穏やかな景観を活かした眺望の活用など、必要に応
じて施設を２階構造、あるいは屋上を設けるなど、温かいおもて
なしの場の提供 

 

   

 

 

 

 

120㎡ 



（２）情報発信機能

P４

 

導入施設・機能   コンセプト 検討施設・機能イメージ 想定規模 

 

 

 

 

 

 

 

情報発信施設 

〇「道の駅」の情
報、鳴門市内外の観
光情報、道路情報、
災害情報を発信する
インフォメーション 

・徳島県及び四国の玄関口という立地条件や認知度を活かした、 
鳴門市・徳島県・四国の観光情報の発信  
・建屋内全体に無料Wi-Fiサービスの導入 
・大型映像モニターやタッチパネル式専用端末による情報発信、 
人工知能ロボットによる案内等、来訪者が楽しく情報収集でき 
る仕組みの導入 
・観光客等の道路利用者の市内周遊を促すための、プロジェク 
ションマッピング等の映像技術を用いた市内観光地情報や、四 
季に応じた各種イベント情報の提供 
・施設利用者のニーズに対応した、地域情報に精通した観光コ 
ンシェルジュの配置 
・「道の駅」の情報やリアルタイムの道路情報、災害情報、地 
域の観光情報を入手することができるポータルサイトやアプリ 
の導入、SNSによる情報発信 
・空きスペースを利活用した、コウノトリ情報や鳴門市の文化、 
地域情報の展示 
・ ICT等を活用した四国八十八箇所に関する情報の提供 
・就労情報や移住定住情報などの提供、ふるさと納税窓口の設置 

 

 

 

 

 

 

 

５０㎡ 

 

 

 

 

 

サイクリスト 

支援施設 

〇人とのふれあい、
地域とのふれあいを
高めるサイクリング
ツーリズム関連施設 

・「道の駅」と周辺施設との連携により回遊性を高め、より  
多くの人々に親しみ続けていただくためのレンタサイクルの 
提供 
・空気入れ・工具セット等の物品を常時配備し、給水などの  
サービスによりサイクリストを温かくもてなす「おもてなし  
スポット」への指定 
 
 
 

 

 

 

 

５0㎡ 



（３）地域連携機能

P５

 

導入施設・機能    コンセプト 検討施設・機能イメージ 想定規模 

 

 

 

 

 

産直 

レストラン 

〇「鳴門らしさ」を
表現する様々な地場
産品を使用した産直
レストラン 

・鳴門市の豊富な自然環境により育まれた農産物・海産物を味わ 
えるレストラン整備 
・子ども連れでもゆっくりと食事が楽しめる空間づくり 
・ＪＡ大津松茂産直施設や物販施設と連携した、ここでしか味わ 
えない料理の提供 
・市外からの来訪者だけでなく、交流の場として市民も気軽に利 
用したくなる店舗整備 

 

 

 

 

 

３００㎡ 

 

 

 

 

 

 

軽飲食施設 

〇特色ある軽飲食提
供コーナーと「たま
り場」となるカフェ 

・産直レストラン利用以外の方への飲食提供コーナーとして、  
ピザやハンバーガー等のファーストフード、鳴門市の名物で  
ある鳴ちゅるうどんや竹ちくわ、地元食材を使用したソフト 
クリームなど、特色あるメニューの提供 
・地域住民の憩いの場や地元の食材を使用したスイーツの提  
供を行うカフェの整備（子育て世代の本駅来訪を促すことな 
どを目的とし、雨天時でも小さな子どもを遊ばせることがで 
きる屋内プレイルームの近くに整備） 
・気軽に利用ができるよう持ち帰り可能なテイクアウト形式  
の導入 
 
 

 

 

 

 

 

１５0㎡ 

 

 

 

 

 

 

物産館 

○鳴門市、徳島県及
び四国の玄関口なら
ではの品揃えをした
物販施設 

・徳島県及び四国の玄関口という立地条件や認知度を活かし  
た、鳴門市・徳島県・四国の名産品の提供 
・本「道の駅」と隣接するＪＡ大津松茂の産直施設と重複し  
ない品揃え 
・鳴門市の農産物を活用した飲食店の起業や六次産業化によ  
る新商品の開発等を考えている地元住民や地元企業が、本  
「道の駅」での店頭販売を実施できる、チャレンジショップ  
エリアの設置 
・子育て世代が時間に余裕を持って買い物をしたり、滞在時  
間の長大化による消費額の増加を図るため、物産館の付帯す  
るスペースなどに、机やベンチなどの休憩スペース、屋内プ  
レイルームの配置 
 

 

 

 

 

 

 

 ３００㎡ 



P６

 

導入施設・機能   コンセプト 検討施設・機能イメージ 想定規模 

 

 

 

 

 

食の生産販売施

設（パン工房） 

〇誘客の一つの目玉
となる食の生産販売
施設としてのパン工
房 

・生産者の顔が見えることによる「安心感」や「親近感」により、 
消費者の購買意欲の拡大を図る、食の生産販売施設としてのパン 
工房の設置 
  
 

 

 

 

 

 

１００㎡ 

 

 

 

 

 

 

交流広場 

〇多様なイベントや
交流、子どもの遊び
場など、多用途に活
用可能な交流広場 

・芝生広場などの緑地を整備し、マルシェ、フリーマーケッ  
ト、阿波踊りなどの各種催し物の実施が可能となる多目的広 
場の設置 
・子ども達が屋外で自由に遊べる空間を確保するため、子ど  
も向けの遊具・設備の設置 
・市民が主催・参加するイベントの開催や市民団体・サーク  
ル・学生の活動の発表の場 
 

 

 

 

 

 

５０0㎡ 

 

 

 

 

 

 

体験交流 

研修室 

○鳴門市の様々な良
さを体験でき、市民
活動や６次産業化の
取り組み 
などにも活用可能な
汎用性の高い屋内施
設 

・地元の農産物を使った料理教室や「なるちゅるうどん作り」  
等の郷土料理の実体験や本駅のオリジナルの検討・開発など、  
鳴門市の良さを地域内外にＰＲでき、６次産業化の推進にも  
寄与するキッチンスペース機能の整備 
・子育て世代や高齢者等の生きがいと交流、地域コミュニティ  
の場として、各種行事やイベント等、市民が気軽に利用できる  
施設整備 
・地域活動をはじめ、会議室、学生によるサークル活動発表の  
場、企業研修、生涯学習、鳴門教育大学の留学生による外国語  
講座など、多様なコミュニティの集まりに対応できる施設整備 
・大型のモニターを設置し、会議室の利用時はもちろん、部屋  
が使用されないときでも、鳴門市のプロモーション映像や地域  
情報が映像で流れるなどの情報発信機能の整備 
・利用効率を高める可動式パーテーションの導入 
・食料やトイレ用品など、災害時用備蓄物資を保管できるスペ  
ースの設置 
 

 

 

 

 

 

 

 ２５０㎡ 



P７

 

導入施設･機能    コンセプト 検討施設・機能イメージ 想定規模 

 

 

 

 

 

屋 内 

プレイルーム 

〇子育て支援と市民
交流の場となる屋内
プレイルーム 

・子育て支援や利用者の交流の場として、大型のおもちゃ等で各 
年齢層の子どもがのびのびと遊べる屋内プレイルームの整備（買 
い物途中の来訪者の憩いの場や、子育て世代にとって本道駅への 
来訪が目的地化となるよう、カフェや物産館の近くに整備） 

 

 

 

 

 

１００㎡ 

 

 

 

 

 

 

管理事務所 

〇「道の駅」の業務
を行うための機能的
で使いやすい事務所 

・「道の駅」を管理・運営するための事務所の整備 
・従業員の福利厚生を主旨とした更衣室や休憩スペース、販売  
商品や備品等を保管する倉庫の整備 
・従業員用の駐車場、付属施設及び設備関係の設置スペース、  
出荷者車両の荷捌きや荷物・材料などの搬出入に用いる空間と  
してのバックヤードの整備 
・鳴門市の良さを認識してもらうための、学生の職場体験の場  

 

 

 

 

 

８0㎡ 



（４）防災・環境保全機能

（５）その他

P８

○機能毎の施設規模合計について
①休憩機能
３２０㎡ ＋ 駐車場１１３台（５，８００㎡）

②情報発信機能
１００㎡

③地域連携機能（共用スペース含む、交流広場除く）
１，５８０㎡

④防災・環境保全機能
１００㎡

⑤オープンスペース（交流広場・歩道など）
２，９３０㎡

⑥合計（①～⑤の合計）
１０，８３０㎡

※一次避難場所及び備蓄スペースの場所については、体験交流研修室などを想定しているため、その他の防災・環境保全機能
について施設規模を記載しています。

※建築面積合計について
休憩機能320㎡＋情報発信機能100㎡＋地域連携機能1,280㎡＋防災・環境保全機能100㎡＋施設供用部分300㎡＝2,100㎡

 

導入施設・機能   コンセプト 検討施設・機能イメージ 想定規模 

 

 

 

 

 

 

その他 

 

 

 

 

 

〇日常生活の利便性を
高める施設などの整備 

・ATM、郵便ポストなど、日常生活の利便性を高める施設の設置  
・地域色を感じさせる看板やモニュメントの設置 
・地域交通の結節点の１つとしてのアクセスも視野に入れた施設  
整備 
・起業地が拡大した場合のコンビニエンスストアやガソリンスタ 
ンドの整備 
 
  

 

 

 

 

 

 

－ 

 

 

導入施設・機能   コンセプト 検討施設・機能イメージ 想定規模 

 

 

 

 

 

防災・環境保

全機能 

 

 

 

 

 

〇災害時の防災拠点施
設 

・一次避難場所 
 本「道の駅」の立地場所は、徳島県津波浸水想定によると津波 
浸水深が約２ｍ～３mと想定されているため、浸水深を考慮して 
津波避難に係る避難場所に指定 
・災害時用トイレベンチ 
 平常時はベンチ、災害時はトイレとして使用できる災害時用ト 
イレベンチを整備 
・耐震性貯水槽 
 災害時においても水の供給が可能となる貯水槽の整備 
・非常用電源装置 
 商用電力供給が断絶しても、被災期間中の電力供給を行える非 
常用電源装置の整備 
・LED照明灯（ソーラー式） 
 災害時の避難の導線を考慮した照明灯の整備 
・備蓄スペース 
 最低限の食料やトイレ用品を備蓄できるスペースを体験交流研 
修室に確保 
・電気自動車（EV）充電施設 
 近年の電気自動車の普及や、防災活動用車両への充電を行うた 
めの整備 

 

 

 

 

 

１００㎡ 

 



P９

４.施設配置計画

現在想定しているエリアに対して、施設配置の平面図を示します。なお、今後もアクセス性向上や渋滞対策、施設の拡張性の確保等の観点から引き続き検討を
行うものとし、関係機関との協議や基本設計の平面計画及び施設内容の精査を踏まえ、最終決定します。



P１０

５.整備・管理運営手法

＜管理運営の仕組み＞

「道の駅」は、公益性と収益性を併せ持つ施設であり、その施設の運営にあたっては⺠間ノウハウを最⼤限に活⽤し、収益性や
サービス提供の質の確保を図っていくことが求められる。ついては、公設⺠営を前提に指定管理者制度による管理運営を検討する。

鳴門市 国土交通省

飲食施設・物販施設
駐車場 トイレ
休憩スペース
情報発信施設 交流広場



６.今後のスケジュール

平成33年度の開駅を⽬指し、今後のスケジュール（予定）は次のとおりです。

P１１


